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別紙２ 



１ はじめに 
（１）専門委員会の役割と位置付け 

関市防災基本条例策定専門委員会は、今後発生し得る大規模な地震や

自然災害に対応するため、自助、共助のための条例「（仮称）防災基本

条例」の制定に向けた調査を行う委員会として、関市防災会議に関する

条例第４条に基づき、関市防災会議により設置されました。 
 

（２）専門委員会の調査 
専門委員会は、条例の制定に向け、防災対策には自らの命は自ら守る

「自助」、自分たちの地域は自分たちで守る「共助」、市が市民、事業者

を災害から守る「公助」の考え方を基本に、日頃から防災意識を高める

ことが重要であることから、市民等の意見を反映し、市民や自主防災組

織、事業者及び市が適切な役割分担の下、協働して地域防災力のさらな

る向上を図るために必要な事項を調査しました。 
 

（３）専門委員会での意見交換 
令和４年６月２日に第１回の専門委員会を開催し、これまで６回の専

門委員会において、「要配慮者、地域住民、家族・自分を守るために何

が重要か」をテーマに、自助、共助それぞれができる防災対策（取り組

んでいただきたい防災対策）と、公助にしかできない防災対策を中心に

話し合いました。 
また、幅広い意見を集約するため、平成 30 年７月豪雨の被災体験者

や若者、子育て・働く世代、防災に関して専門的な知識や経験がある方

との意見交換をはじめ、障がいのある方に行ったアンケート調査による

意見も加えております。 

 

 

２ 関市防災会議へ報告 

（１）（仮称）関市防災基本条例について【概要】       Ｐ３ 

・条例の策定に至った背景や目的、条例の骨子案（案）についての考え方を

記載した資料です。 

 

（２）（仮称）関市防災基本条例 骨子案（案）の構成について Ｐ５ 

・骨子案（案）の枠組みを記載し、各項目の位置づけや内容の要約を示した

資料です。 

 

（３）（仮称）関市防災基本条例 骨子案（案）について      Ｐ７ 

・条例の骨子案（案）には、本市の防災対策に関する基本的な考え方を基本

理念として定め、市民、事業者、議会、市の責務を明らかにし、防災対策

に係る基本的事項を定め、市民、事業者、自主防災組織等と連携した予防

対策、応急対策、復旧対策を記載しています。 



 

（４）参考資料 

【参考資料１】骨子案（案）にかかる自助、共助、公助の関わりを整理（図示）Ｐ１８ 

・条例の骨子案（案）における市民、事業者、市の関わりを整理し図示した資 

料です。 

【参考資料２】専門委員会や団体、障がい者のｱﾝｹｰﾄ調査による意見のまとめ  Ｐ１９ 

・専門委員会や各種団体との意見交換会及び、障がい者のアンケート調査によ 

る意見を、「骨子案（案）、解説、施策事業」にそれぞれ区分しています。 

【参考資料３】関市防災基本条例策定専門委員会の経過           Ｐ５２ 

・専門委員会が調査したこれまでの経過です。 

 

 

３ 付帯意見（委員からの意見）【別添】 

・委員の意見を、条例の策定段階の検討に加えることについて、付帯意見とし

て付記いたします。 

 

 

４ 関市防災基本条例策定専門委員会 

座  長  村 岡 治 道 （国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学 

（地域減災研究センター）特任准教授） 

座長代理  遠 藤 俊 三 （関市自治会連合会会長） 

委  員  朝 倉 勝 美 （一般公募） 

委  員  石 丸 継 治 （関市老人クラブ連合会副会長） 

   委  員  太 田   進 （関市民生委員・児童委員協議会代表） 

委  員  奥 田 浩 順 （関市小中学校校長会会長） 

委  員  各 務 剛 児 （関商工会議所副会頭） 

委  員  北 村 房 子 （関市地域女性の会連合会会長） 

委  員  澤 井 基 光 （関市社会福祉協議会会長） 

委  員  高 村 明 宏 （一般公募） 

委  員  土 屋 泰 弘 （関市消防団団長） 

委  員  中 嶋   亘 （関市自治会連合会副会長） 

委  員  早 川 貞 子 （関市女性防火クラブ代表） 

委  員  早 川 好 美 （一般公募） 

委  員  日 野 知 教 （せき市保育会代表） 

委  員  紅 谷 美代子 （一般公募） 

委  員  村 瀬   大 （連合岐阜中濃地域協議会副議長） 
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／
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／
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／
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に

関
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え
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災
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に
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す

る
支

援
を

明
記

事
前

の
備

え
防

災
に

関
す

る
知

識
の

普
及

等
／
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／
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．
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2
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年

3
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に
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生
し
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日
本
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震

災
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は
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想
定
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え
る

被
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発
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る
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害
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に
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ど
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を
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６
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＜
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催

＞
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な
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次
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。
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１
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4
.6
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催
】
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２
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催
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を
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／
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隣
住

民
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体
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要
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防
災
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／
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住
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は
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・
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業
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要
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防
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？

／
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業
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き
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？

　
・
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助
【
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い
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に

し
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で
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動

●
第

３
回

専
門
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員

会
【
R

4
.7

.1
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催
】

 
　

　
・
前

回
の

会
議

に
引

き
続

き
、

３
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
意

見
交

換
を

行
う

。
　

●
第

４
回

専
門

委
員

会
【
R

4
.8

.3
開

催
】

　
　

・
専

門
委

員
会

の
ま

と
め

【
中

間
】
／

意
見

・
提

案
の

確
認

●
第

５
回

専
門

委
員

会
【
R

4
.1

2
.2

2
開

催
】

　
　

・
（
仮

）
関

市
防

災
基

本
条

例
骨

子
案

の
構

成
（
案

）
／

条
例

骨
子

案
（
案

）

●
第

６
回

専
門

委
員

会
【
R

5
.1

.1
3
開

催
】

　
　

・
専

門
委

員
会

の
ま

と
め

【
最

終
】
／

（
仮

）
関

市
防

災
基

本
条

例
に

関
す

る
調

査
結

果
（
報

告
）
（
案

）

○ ＜
意

見
交

換
会

の
テ

ー
マ

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
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詳
細
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下
の

と
お

り
。

＞

（
１

）
 障

が
い

者
　

（
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
（
8
8
名

／
1
7
0
名

　
回

答
率

5
1
.7

％
）
）

　
　

・
日

頃
か

ら
行

っ
て

い
る

防
災

の
取

組
や

避
難

で
の

不
安

、
防

災
活

動
で

の
お

困
り

ご
と

（
２

）
 被

災
者

（
9
月

2
2
日

上
之

保
、

9
月

3
0
日

武
儀

、
9
月

2
5
日

富
野

地
区

）
　

　
・
災

害
を

経
験

し
家

庭
で

の
備

え
や

地
域

連
携

で
必

要
な

こ
と

（
３

）
 子

育
て

世
代

、
働

く
世

代
（
1
0
月

7
日

関
市

小
中

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

長
）

　
　

・
自

助
、

共
助

で
必

要
だ

と
思

う
防

災
対

策
（
４

）
 若

者
（
8
月

1
9
日

V
S
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
高

校
生

）
／

 1
0
月

5
日

関
市

消
防

団
学

生
隊

）
　

　
・
自

助
、

共
助

で
必

要
だ

と
思

う
防

災
対

策
（
５

）
 防

災
に

関
し

て
専

門
的

知
識

や
経

験
が

あ
る

者
（
1
0
月

1
日

関
市

防
災

指
導

員
）

　
　

・
市

民
、

地
域

・
隣

近
所

、
友

人
、

事
業

者
、

公
助

に
期

待
す

る
防

災
活

動

５
．

関
市

防
災

基
本

条
例

策
定

専
門

委
員

会
に

つ
い

て

団
体

と
の

意
見

交
換

会
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施

　
関

市
防

災
会

議
は

、
条

例
の

策
定

に
関

し
必

要
事

項
を

調
査

さ
せ

る
た

め
、

一
般

公
募

と
団

体
の

推
薦

す
る

者
1
7
名

で
構

成
す

る
関

市
防

災
基

本
条

例
策

定
専

門
委

員
会

を
設

置
し

ま
し

た
。

　
・
専

門
委

員
会

の
役

割
と

進
め

方
／

（
仮

）
関

市
防

災
基

本
条

例
の

制
定

に
つ

い
て

（
条

例
の

必
要

性
／

市
民

、
自

主
防

災
組

織
、

事
業

者
、

行
政

の
責

務
と

役
割

）

　
・
３

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

地
震

と
豪

雨
災

害
を

想
定

し
自

助
、

共
助

、
事

業
者

が
で

き
る

防
災

対
策

を
意

見
交

換

＜
構
成
員
（
敬
称
略
）＞

令
和
4
年
6月

2
日
現
在

防
災
と
の
関
わ
り

所
 
 属

 
 ・

 
 役

 
 職

 
 等

氏
　
　
名

1
一
般
公
募

朝
倉

　
勝

美

2
一
般
公
募

高
村

　
明

宏

3
一
般
公
募

早
川

　
好

美

4
一
般
公
募

紅
谷

 
美

代
子

5
関
市
自
治

会
連
合
会
　
会
長

遠
藤

　
俊

三
○

6
関
市
自
治

会
連
合
会
　
副
会
長

中
嶋

　
　

亘

7
関
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長

石
丸

　
継

治

8
関
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
　
代
表

太
田

　
進

9
関
市
社
会

福
祉
協
議
会
　
会
長

澤
井

　
基

光

10
関
市
地
域

女
性
の
会
連
合
会
　
会
長

北
村

　
房

子

11
関
商
工
会

議
所
　
副
会
頭

各
務

　
剛

児

12
連
合
岐
阜

中
濃
地
域
協
議
会
　
副
議
長

村
瀬

　
　

大

13
関
市
消
防

団
　
団
長

土
屋

　
泰

弘

14
関
市
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
　
代
表

早
川

　
貞

子

15
せ
き
市
保

育
会
　
代
表

日
野

　
知

教

16
関
市
小
中

学
校
校
長
会
　
会
長

奥
田

　
浩

順

地
域
防
災
の
専
門
家

17
国
立
大
学

法
人
　
東
海
国
立
大
学
機
構

岐
阜
大
学

（
地
域
減
災
研
究
セ
ン
タ
ー
）

特
任
准
教

授
村

岡
　

治
道

◎

（◎
は
座
長
、
○
は
座
長
代
理
）

市
民
（自
助
）

自
主
防
災
組
織
（
共
助
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
共
助
）

（1
0）

事
業
主
（
自
助
）

地
域
連
携
（
共
助
）

（2
）

地
域
連
携
（
共
助
）

（2
）

学
校
教
育
、
訓
練
、
避
難
所

（2
）



（
２
）
（
仮
称
）
関
市
防
災
基
本
条
例
 
骨
子
案
（
案
）
の
構
成
に
つ
い
て

骨
子
案
（
案
）
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
背
景
と
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
防

災
に
対
す
る
本
市
の
姿
勢
を
分
か
り
や
す
く
宣
言
し
、
そ
の
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

本
市
の
防
災
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
「
基
本
理
念
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
、
防
災
対
策
を
推
進
す
る
施
策
を
支
え
る
た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
に
関
し
て
事
業
者
が
果
た
す
べ
き

責
務
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
に
関
し
て
市
民
が
果
た
す
べ
き
責

務
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

防
災
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
市
民
が
日
頃
か
ら
実
施
す
る
事
項
や
市

が
自
主
防
災
組
織
等
の
防
災
教
育
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
の
基
本
理
念
を
地
域
防
災
計
画
へ
反
映
す
る
た
め
に
定
め
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
を
作
成
す
る
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

骨
子
案
（
案
）
を
共
通
の
理
解
で
認
識
で
き
る
よ
う
、
本
文
で
使
用
す
る
用
語
の
意
味
や
そ

の
用
語
が
示
す
範
囲
を
定
め
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
に
関
し
て
市
が
果
た
す
べ
き
責
務

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

骨
子
案
（
案
）
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
に
関
し
て
議
会
が
果
た
す
べ
き
責

務
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

２
市
民
、
事
業
者
、
議
会

及
び
市
の
責
務

３
予
防
対
策

１
.
目
的

２
.
定
義

３
.
基
本
理
念

５
.
市
民
の
責
務

６
.
事
業
者
の
責
務

４
.
地
域
防
災
計
画
へ
の
反
映

１
総
則

８
.
市
の
責
務

９
.
防
災
に
関
す
る
知
識
の

普
及
等

条
例
制
定
の
決
意

７
.
議
会
の
責
務



市
外
の
被
災
地
へ
の
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
に
つ
い
て
、
市
、
市
民
、
事

業
者
の
支
援
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
市
民
の
自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加
や
、
自
主
防
災
組
織

等
が
日
頃
取
り
組
む
べ
き
予
防
対
策
を
定
め
ま
す
。

市
が
災
害
時
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
応
急
対
策
を
定
め
ま
す
。

災
害
時
に
自
力
で
避
難
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
・

協
力
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

市
が
日
頃
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
防
対
策
を
定
め
ま
す
。

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
が
実
施
す
る
啓
発
な
ど
の
支

援
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

市
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
等
が
災
害
時
に
取
り
組
む
べ
き
応
急
対
策
を
定
め
ま
す
。

市
民
、
事
業
者
、
市
が
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
ま

す
。

市
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
等
が
、
必
要
な
情
報
を
取
得
し
自
主
的
に
避
難
す
る
こ
と

や
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
に
よ
り
分
散
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

市
民
が
災
害
に
備
え
日
頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き
予
防
対
策
を
定
め
ま
す
。

事
業
者
が
災
害
に
備
え
日
頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き
予
防
対
策
を
定
め
ま
す
。

４
災
害
応
急
対
策

５
災
害
復
旧
及
び
復
興
対
策

６
応
援
協
力

１
０
.
市
民
の
事
前
の
備
え

１
１
.
事
業
者
の
事
前
の
備
え

１
２
.
市
の
予
防
対
策

１
３
.
自
主
防
災
活
動

１
４
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援

１
５
.
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

支
援
等

１
６
.
自
助
及
び
共
助
に
よ
る
災
害

応
急
対
策

１
７
.
公
助
に
よ
る
災
害
応
急
対
策

１
８
.
避
難
対
策

１
９
.
市
民
、
事
業
者
及
び
市
の

災
害
復
旧
及
び
復
興
対
策

２
０
.
被
災
地
に
対
す
る
支
援



 

 

 

（仮称）関市防災基本条例 骨子案（案）について 

 

0前文0  

 本市では、平成3 0年７月豪雨により、津保川上流域で氾濫が起き、

1 , 1 8 1 棟に及ぶ家屋に浸水被害が起き、さらに１名の尊い命が奪わ

れた。また、住民同士の助け合いと多くのボランティア活動が、災

害復旧の大きな力となったことから、人と人との絆やつながりの重

要性を改めて認識しました。わたしたちは、この悲惨な災害をいつ

までも胸に刻み、将来に伝えるとともに、この教訓を将来に生かし

ていかねばなりません。 

 また、今後、想定される南海トラフ地震や巨大化する台風への備

えを強化し、市民の生命、身体及び財産を守るために、防災・減災

に対する意識をさらに高めていく必要があります。 

 そのために、自らのことは自らが守る「自助」、身近な地域で助

け合 う「共助」、行政が市民や事業者の安全を確保する「公助」の

取組を推進し、地域防災力を強化するために、市民、事業者及び行

政がそれぞれの責務や役割を認識し、相互に連携して防災対策に取

り組めるよう、この条例を制定します。 

 

１ 総則 

0１ 目的0  

 この条例は、自助、共助及び公助の考え方を基に、災害から市民

の生命、身体及び財産を守る上で必要な基本理念を定め、市民、事

業者及び市の責務を明らかにし、防災に関する基本的事項を定める

ことにより、市民が安全で安心して暮らせる災害に強いまちを実現

することを目的とします。 

 

0２  定義0  

 この条例で使われている用語の意味は、次とおりです。 



 

 

（１）  災害  豪雨、洪水、崖崩れ、土石流、地震、地滑りその他

の異常な自然現象又は大規模な火事若しくは爆発等により生ずる

被害をいいます。 

（２） 防災  災害を未然に防止し、災害が発生した場合における

被害の拡大を防ぎ、並びに災害からの復旧及び復興を図ることを

いいます。 

（３） 災害応急対策  災害が発生し、又は発生するおそれがある

とき（以下「災害時」といいます。）に応急的に実施する対策を

いいます。 

（４） 市民  市内に居住する者、市内の事業所に勤務する者及び

市内の学校に在学する者をいいます。 

（５） 事業者 市内で事業を行う法人又は個人をいいます。 

（６）  自主防災組織 隣近所と協力して災害による被害を予防し、

軽減するため、自治会等を単位として組織された自発的な防災組

織をいいます。 

（７） 市  市長、教育委員会その他の執行機関をいいます。 

（８）  地域防災計画 市と防災関係機関が災害予防から災害警戒、

災害対策並びに災害復旧及び復興対策までを適切に実施するため

に、関市防災会議が作成又は修正する地域防災計画をいいます。 

（９） 防災関係機関  中濃消防組合、自衛隊その他の防災に関係

する機関のうち、市を除いたものをいいます。 

（ 1 0）  避難行動要支援者 自ら避難することが困難で、円滑かつ

迅速に避難をするために特に支援を必要とする者をいいます。 

 

0３  基本理念0  

１ 市民、事業者及び市は、自立と助け合いの精神を尊重し、安全に

暮らすことができるよう努めなければならない。 

２  市民、事業者及び市は、地域の安全を確保する上で地域社会の重

要性を認識し、豊かな地域活動を育むよう日頃から努めなければな

らない。 



 

 

３  市民、事業者及び市は、防災に関する知識及び技術を習得し、行

動力を高め、災害に備えるとともに、後の世代に引き継ぐよう努め

なければならない。 

 

0４  地域防災計画への反映0  

 関市防災会議は、前条に規定する基本理念を地域防災計画に反映

します。 

 

２ 市民、事業者、議会及び市の責務 

0５ 市民の責務0  

１ 市民は、自身及び家族の安全を確保するため、防災対策を実施す

る主役であることを自覚し、自ら災害に備えるよう努めます。 

２  市民は、防災対策を隣近所及び地域と協力して実施するため、日

頃からお互いに助け合うよう努めます。 

３  市民は、事業者、自主防災組織、市及び防災関係機関の防災対策

の実施に協力するよう努めます。 

 

0６  事業者の責務0  

１ 事業者は、事業所に勤務する者及び来所する者（以下「従業員等」

といいます。）及び事業所の周辺地域に住む市民の安全を確保する

ために必要な防災対策を実施するよう努めます。 

２  事業者は、地域社会の一員として、市民、自主防災組織、市及び

防災関係機関の防災対策の実施に協力するよう努めます。 

 

0７  議会の責務0  

 議会は、市と協力して国及び県への働きかけを行い、防災対策の

推進に努めます。 

 

 

 

 



 

 

0８  市の責務0  

１ 市は、市民の安全を確保するため、地域防災計画に基づき、防災

対策を実施します。 

２  市は、市民、事業者、自主防災組織及び防災関係機関と連携して

防災対策を推進します。 

 

３ 予防対策 

0９ 防災に関する知識の普及等0  

１ 市民は、防災意識の向上を図るとともに、日頃から防災の知識及

び技術の習得に努めます。 

２  市民及び自主防災組織は、過去の災害に関する教訓を後世へと引

き継ぐよう努めます。 

３  事業者は、事業所に勤務する者が家庭及び事業所における防災の

知識及び技術を習得するため、必要な研修及び訓練を実施するよう

努めます。 

４  市は、市民及び事業者の防災意識の向上を図り、防災対策の実施

を支える人材を育成するため、次に掲げる事項を実施します。 

（１） 積極的な防災情報の提供 

（２） 防災の知識及び技術の普及活動 

（３） 防災講座その他の学習の機会を通じた防災教育の実施 

（４） 学校における防災教育の推進への支援 

（５） 事業者、自主防災組織及び防災関係機関が実施する防災教

育への支援 

５  市は、職員が防災の知識及び技術を習得し、又は向上させるため

に必要な研修及び訓練を実施します。 

 

0 1 0  市民の事前の備え0  

 市民は、事前の備えとして、日頃から次に掲げる事項に取り組み、

及び定期的に見直すよう努めます。 

 



 

 

（１）  食料、飲料水、医薬品、簡易トイレその他の生活に必要な

物資を３日分以上備蓄すること。 

（２）  自宅等で発生する可能性のある災害の種類、規模、被害等

をハザードマップ（災害が発生するおそれがあると想定される区

域、避難場所、避難経路その他の災害に関する情報を記載した地

図をいいます。以下同じです。）で確認すること。 

（３）  親戚宅、知人宅、市が開設する避難所その他の安全な避難

場所、避難経路及び避難の手段を決めておくこと。 

（４） 家族間の連絡手段及び集合場所を決めておくこと。 

（５）  防災情報の収集及び家族への伝達をする手段を決めておく

こと。 

（６）  防災情報を踏まえて安全に避難する時機を決めておくこと。 

（７）  避難する際に持っていくものを決め、速やかに持ち出すこ

とができる状態にしておくこと。 

（８）  住居内の整理整頓及び家具等の転倒落下防止措置をしてお

くこと。 

（９）  人的及び物的な被害を防止するため、所有し又は管理する

建築物及びブロック塀その他の工作物が、災害に耐え得るよう耐

震診断及び耐震改修を実施すること。 

（ 1 0）  初期消火、負傷者の救出及び救護その他の災害応急対策を

安全に実施するための方法並びに資機材の準備、点検及び使い方

の確認すること。 

（ 1 1）  その他事前の備えとしてそれぞれの生活の状況に合った取

組を実施すること。 

 

0 1 1  事業者の事前の備え0  

１ 事業者は、事前の備えとして、日頃から次に掲げる事項に取り組

み、及び定期的に見直すよう努めます。 

（１）  食料、飲料水、医薬品、簡易トイレその他の従業員等が必

要とする物資を３日分以上備蓄すること。 



 

 

（２）  事業所で発生する可能性のある災害の種類、規模、被害等

をハザードマップで確認すること。 

（３） 事業所に勤務する者の安否を確認する手段を決めること。 

（４） 防災情報を収集する手段を決めておくこと。 

（５）  災害時において従業員等が安全に避難できるよう安全な施

設、市が開設する避難所その他の安全な避難場所、避難経路及び

避難の手段を決めておくこと。 

（６）  災害時において従業員等が、安全に避難できるよう避難す

る時機を決めておくこと。 

（７）  避難する際に持っていくものを決め、速やかに持ち出すこ

とができる状態にしておくこと。 

（８）  事業所内の整理整頓及び事業活動で使用する物品の転倒防

止措置をしておくこと。 

（９）  人的及び物的な被害を防止するため、所有し、又は管理す

る建築物及びブロック塀その他の工作物が、災害に耐え得るよう

耐震診断及び耐震改修を実施すること。 

（ 1 0）  初期消火、負傷者の救出及び救護その他の災害応急対策を

安全に実施するための方法並びに資機材の準備、点検及び使い方

の確認すること。 

（ 1 1）  その他事前の備えとしてそれぞれの事業所の規模、事業形

態に合った取組を実施すること。 

２  事業者は、その事業の継続が市民生活の安定化に役立つことを自

覚し、災害時において優先されるべき業務の継続及び通常業務の早

期復旧のために必要な手段、体制等を定める計画（以下「業務継続

計画」といいます。）を策定し、並びに必要に応じて検証し、及び

見直すよう努めます。 

 

 

 

 

 



 

 

0 1 2  市の予防対策0  

１ 市は、道路、河川、公園等の市民生活を支える基盤の強化、森林

の災害防止機能の向上その他の災害を未然に防止する事業を通じて、

災害に強いまちづくりを総合的に推進します。 

２  市は、市民及び事業者に対し、建築物及びブロック塀その他の工

作物の耐震診断及びに耐震改修に関する指導、助言及び支援をしま

す。 

３  市は、次に掲げる予防対策を実施します。 

（１） 食料、飲料水、簡易トイレその他の物資を備蓄すること。 

（２） 救助に使用する資機材を準備し、点検すること。 

（３） その他防災に必要な予防対策を実施すること。 

４  市は、市民生活及び事業者による事業の安定を図るため、業務継

続計画を策定し、並びに定期的に検証し、及び見直します。 

５  市は、災害時に他の地方公共団体、事業者その他の防災に役立つ

事業活動を行っている団体に対し、協力の要請を円滑かつ迅速に行

うことができるよう、あらかじめ、防災対策に関する協定を締結し

ます。 

 

0 1 3  自主防災活動0  

１ 市民は、自主防災組織、同好会その他の団体（以下「自主防災組

織等」といいます。）が自主的かつ組織的に行う防災に関する活動

（以下「自主防災活動」といいます。）に積極的に参加し、又は協

力するよう努めます。 

２  自主防災組織等は、自主防災活動として日頃から次に掲げる予防

対策を実施し、及び定期的に見直すよう努めます。 

（１）  防災情報の収集及び周囲への伝達をする手段を決めておく

こと。 

（２）  その他それぞれが所属する団体の状況にあった予防対策を

実施すること。 

 



 

 

３  自主防災組織は、前項各号に掲げる予防対策のほか、日頃から次

に掲げる予防対策を実施し、及び定期的に見直すよう努めます。 

（１） 食料、飲料水、簡易トイレその他の物資を備蓄すること。 

（２）  初期消火、負傷者の救出及び救護その他の災害応急対策を

安全に実施するための方法並びに資機材の準備、点検及び使い方

の確認をすること。 

（３）  防災の知識及び技術の普及活動並びに予防訓練を実施する

こと。 

４  自主防災組織は、前２項各号に掲げる予防対策に関する計画を策

定するよう努めます。 

５  自 主防災 組織 等並び に民生 委員 （民生 委員法 （昭 和 2 3 年法 律第

1 9 8号）に規定する民生委員）及び児童委員（児童福祉法（昭和2 2

年 法 律 第 1 6 4 号 ） に 規 定 す る児 童 委 員 ）（ 以 下 「 民生 委 員 」 と いい

ます。）は、災害時の対応を円滑に行うため、日頃からお互いに連

携した予防対策の実施に努めます。 

６  事業者は、自主防災活動を積極的に推進し、及び協力するよう努

めます。 

７  市は、自主防災組織の活動を積極的に支援し、及び協力します。 

 

0 1 4  ボランティアへの支援0  

１ 市は、災害が発生し、及び災害の発生のおそれがなくなった場合

においてボランティア活動が円滑に行われるよう、活動拠点の提供

その他必要な支援を実施します。 

２  市 は、防 災関 係機関 、 特定 非営 利活動 促進法 （平 成 1 0 年法 律第

７号）第２条第２項に規定する特定非営利活動法人その他のボラン

ティア活動に関係する団体と連携を図り、ボランティア活動の啓発

及び人材の育成を推進します。 

 

 

 

 



 

 

0 1 5  避難行動要支援者への支援等0  

１ 市民、事業者、自主防災組織、民生委員及び医療・福祉関係者は、

お互いに協力して安否確認、避難誘導、救助その他の避難行動要支

援者の安全を確保するために必要な予防対策を講じるよう努めます。  

２  市は、避難行動要支援者を支援するために必要な情報を収集し、

本人の同意に基づき、自主防災組織、民生委員、防災関係機関及び

医療・福祉関係者に提供します。 

３  市は、避難行動要支援者に対し、防災情報を提供します。 

４  避難行動要支援者は、市民、事業者、自主防災組織、民生委員及

び医療・福祉関係者との関係づくりに努めます。 

５  第２項の規定により、避難行動要支援者に関する情報の提供を受

けた自主防災組織、民生委員、防災機関及び医療・福祉関係者は、

当該情報を適正に管理するとともに、知り得た秘密を正当な理由な

く漏らしてはいけません。 

 

４ 災害応急対策 

0 1 6  自助及び共助による災害応急対策0  

１ 市民及び事業者は、災害応急対策を実施するにあたり、二次災害

に巻き込まれないよう、自らの安全を確保します。 

２  市民、事業者及び自主防災組織は、災害時において、生命、身体

及び財産を守るためお互いに連携し、次に掲げる災害応急対策を実

施するよう努めます。 

（１） 正しい防災情報を収集し、家族及び周囲へ伝達すること。 

（２） 出火の防止及び初期消火を行うこと。 

（３） 負傷者の救出及び救護をすること。 

（４） 隣近所への避難の呼び掛け及び避難誘導を行うこと。 

（５） 市と協力して避難所を運営すること。 

（６）  その他それぞれの被災の状況に合った災害応急対策を実施

すること。 

 

 



 

 

0 1 7  公助による災害応急対策0  

１ 市は、市民、事業者、自主防災組織及び防災関係機関と連携して、

迅速に災害応急対策を実施します。 

２  市は、災害に関する情報を収集し、市民、事業者、自主防災組織、

防災関係機関及びボランティアに対し、被害の状況、災害応急対策

その他の防災情報を提供します。 

 

0 1 8  避難対策0  

１ 市民は、災害時において危険を認知したときは、災害の種類及び

各自が置かれた状況を踏まえ、少人数による分散避難、在宅避難又

は市が開設する避難所その他の避難場所への避難を開始し、速やか

に身の安全を確保するよう努めます。 

２  市民、事業者、自主防災組織、民生委員及び医療・福祉関係者は、

お互いに協力し、避難行動要支援者の避難誘導に努めます。 

３  事業者は、災害の状況を踏まえ、従業員等に対し安全な施設、市

が開設する避難所その他の避難場所への避難を開始し、身の安全を

確保するよう促すことに努めます。 

 

５ 災害復旧及び復興対策 

0 1 9  市民、事業者及び市の災害復旧及び復興対策0  

１ 市民は、災害の発生のおそれがなくなった場合は、お互いに協力

し、速やかに生活の再建を図るよう努めます。 

２  事業者は、前項の場合において、市民生活の安定化を図るため、

事業の継続又は速やかな再開に努めます。 

３  市は、市民生活の再建及び事業者による事業の継続又は速やかな

再開がされるよう、市民、事業者、自主防災組織、防災関係機関及

びボランティアと連携し、計画的な災害復旧及び復興対策を実施し

ます。 

 

 

 



 

 

６ 応援協力 

0 2 0  被災地に対する支援0  

１ 市は、市外において災害が発生し、支援が必要であると認めると

きは、被災地への災害応急対策及び復旧・復興対策の支援を行いま

す。 

２  市民及び事業者は、市及び防災関係機関が行う被災地への災害応

急対策並びに災害復旧及び復興対策の支援に協力するよう努めます。  
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条
例
で
取
り
扱
え
な
い
事
項
の
範
囲
は
？

○

8
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
爆
発
は
、
こ
の
条
例
に
含
め
る
か
。

○

9
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
学
校
」
は
事
業
所
に
含
ま
れ
る
の
か

○

1
0
定
義

R
4
.
6
.
2

策
定
専
門
委
員
会

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
自
治
会
等
で
構
成
さ
れ
る
自
主
防
災
会
以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

1
1
定
義

R
4
.
6
.
2

策
定
専
門
委
員
会

全
て
の
自
治
会
が
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
か
。

○

1
2
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

せ
っ
か
く
す
べ
て
の
地
域
に
地
域
委
員
会
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
も
自
主
防
災
と
し
て
含
め
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

○

1
3
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

自
主
防
災
組
織
を
自
治
会
に
限
定
し
て
と
ら
れ
な
い
よ
う
な
標
記
の
工
夫
を

○

1
4
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
消
防
」
は
市
当
局
に
な
ろ
う
か
と
思
う
が
、
消
防
署
と
消
防
団
を
ど
こ
か
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

○

1
5
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

個
人
的
に
は
、
「
行
政
」
で
は
な
く
、
「
市
」
と
い
う
言
葉
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

○

1
6
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
行
政
」
と
い
う
言
葉
は
政
務
に
関
わ
る
作
用
そ
の
も
の
を
い
う
と
の
こ
と
で
、
使
い
方
と
し
て
適
切
で
な
い
。
「
関
市
」
「
市
」

が
適
切
と
考
え
る
。

○

1
7
定
義

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

避
難
行
動
要
支
援
者
と
要
配
慮
者
の
範
囲
の
定
義
づ
け
が
必
要
で
は

○

1
8
定
義

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

災
害
時
の
弱
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
と
い
う
の
を
、
ど
こ
か
で
記
載
で
き
る
と
良
い
。

○

1
9
基
本
理
念

R
4
.
6
.
2

策
定
専
門
委
員
会

「
互
助
」
も
大
変
重
要
な
考
え
方
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

○

2
0
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

『
自
助
』
『
共
助
』
『
公
助
』
と
は
た
だ
『
助
』
の
在
り
方
を
区
分
し
た
だ
け
の
考
え
方
な
の
で
、
理
念
と
す
る
に
は
弱
い
。

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

2
1
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

基
本
理
念
と
し
て
は
、
防
災
も
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
な
の
で
、
防
災
と
他
の
こ
と
を
全
く
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
も
っ
と
深
め
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
の
が
良
い
の
で
は
。

○

2
2
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

基
本
理
念
と
し
て
、
『
助
け
合
い
の
精
神
』
も
記
載
す
る
べ
き
。

○

2
3
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

子
ど
も
た
ち
も
学
習
し
て
、
自
分
の
判
断
で
動
け
る
と
い
う
ひ
と
づ
く
り
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

○

2
4
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

基
本
理
念
と
し
て
、
一
番
大
事
な
の
は
ま
ち
づ
く
り
で
、
そ
の
中
に
基
本
的
な
防
災
を
あ
る
と
い
う
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
良

い
。

○

2
5
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

自
律
し
た
ひ
と
づ
く
り
と
い
っ
た
内
容
が
理
念
に
な
っ
て
く
る
と
、
高
尚
な
条
例
に
な
る
と
思
う
。

○

2
6
基
本
理
念

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

『
自
助
』
『
共
助
』
『
公
助
』
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
足
り
な
い
主
体
に
対
し
て
非
難
を
受
け
る
よ
う
な
、
マ
イ

ナ
ス
効
果
が
出
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

○

2
7
市
民
の
責
務

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
の
排
除
（
自
分
は
大
丈
夫
だ
）
」
と
い
う
記
載
は
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
。

○

2
8
市
民
の
責
務

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
醸
成
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
難
し
い
言
葉
な
の
で
も
っ
と
簡
単
な
言
葉
に
し
て
ほ
し
い

○

2
9
市
民
の
責
務

R
4
.
9
.
3
0

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
武
儀
）

【
自
助
】
個
々
で
住
環
境
が
違
う
た
め
、
個
々
で
避
難
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
を
自
治
会
や
行
政
へ
上
げ
る
べ
き
だ

○

3
0
市
民
の
責
務

R
4
.
1
0
.
3
1

障
害
者
団
体

連
合
会

ア
ン
ケ
ー
ト

【
避
難
支
援
】
近
所
の
人
た
ち
と
の
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

3
1
市
民
の
責
務

R
5
.
1
.
1
3

策
定
専
門
委
員
会

「
努
め
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
は
、
市
民
の
行
動
で
は
な
く
、
市
が
考
え
た
行
動
を
諭
す
よ
う
な
表
現
に
感
じ
る
。

○

3
2
事
業
者
の
責
務

R
4
.
6
.
2

策
定
専
門
委
員
会

事
業
所
は
、
災
害
時
に
社
員
を
家
に
帰
す
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
か
。

○

3
3
事
業
者
の
責
務

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

帰
宅
困
難
者
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
会
社
に
残
る
の
か
帰
宅
す
る
の
か
具
体
的
に
記
載
し
て
は

○

3
4
議
会
の
責
務

R
5
.
1
.
1
3

策
定
専
門
委
員
会

条
例
に
議
会
の
責
務
ま
で
記
載
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

○

3
5
市
の
責
務

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

２
～
３
年
に
１
回
程
度
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
度
合
い
を
「
見
え
る
化
」
で
き
る
よ
う
、
市
の
方
で
調
査
し
、
公
表
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
で
明
文
化
で
き
る
と
良
い
。

○

3
6
市
の
責
務

R
5
.
1
.
1
3

策
定
専
門
委
員
会

定
期
的
な
改
正
・
見
直
し
に
つ
い
て
、
記
載
し
な
く
て
も
よ
い
か
。

○

3
7
市
の
責
務

R
5
.
1
.
1
3

策
定
専
門
委
員
会

５
年
に
１
回
程
度
は
見
直
す
べ
き
な
の
で
、
そ
の
こ
と
を
明
記
で
き
な
い
か
。

○

3
8
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
6
.
2

策
定
専
門
委
員
会

実
効
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か

○

3
9
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

市
が
ペ
ッ
ト
飼
育
者
向
け
の
防
災
啓
発
を
す
る
こ
と
を
記
載
し
て
は
ど
う
か

○

4
0
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

市
民
が
大
切
な
ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て
事
前
の
取
組
み
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
旨
記
載
し
て
は
ど
う
か

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

4
1
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
、
市
の
責
務
と
し
て
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き

○

4
2
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
日
常
に
『
防
災
』
を
加
え
る
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
加
え
る
の
か
を
記
載
し
て
ほ
し
い

○

4
3
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
公
助
】
避
難
場
所
が
わ
か
ら
な
い

○

4
4
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
公
助
】
事
務
所
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
せ
な
か
っ
た
り
、
災
害
対
策
本
部
が
ど
こ
か
答
え
れ
な
い
職
員
が
い
た
。
教
育
を
す
る
べ
き

○

4
5
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
9
.
3
0

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
武
儀
）

【
平
時
か
ら
の
取
組
み
】
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
よ
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
に
防
災
情
報
が
記
載
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
い

○

4
6
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
9
.
3
0

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
武
儀
）

【
平
時
か
ら
の
取
組
み
】
備
蓄
倉
庫
の
中
身
を
使
っ
て
も
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

○

4
7
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
地
域
住
民
と
の
関
係
性
が
薄
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
親
族
を
頼
る
し
か
な
い
。
平
時
か
ら
自
分
・
家
族
の
身
を
守
る
意
識

付
け
を

○

4
8
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
に
防
災
の
意
識
や
知
識
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

○

4
9
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
公
助
】
公
助
に
頼
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
の
市
民
が
多
い
。
非
常
食
が
全
員
分
な
い
こ
と
な
ど
の
現
状
を
周
知
徹
底
し
た
方
が
い

い
○

5
0
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
公
助
】
災
害
情
報
の
収
集
の
方
法
を
周
知
、
雨
雲
の
動
き
な
ど
を
市
民
が
自
分
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

5
1
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
平
時
か
ら
の
取
組
】
農
業
祭
等
行
事
に
炊
出
し
を
絡
め
て
、
経
験
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

○

5
2
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
平
時
か
ら
の
取
組
】
災
害
の
経
験
が
な
い
若
者
が
多
い
の
で
、
実
際
に
関
市
で
起
き
た
災
害
の
写
真
等
を
広
報
で
知
っ
て
も
ら
う

○

5
3
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
平
時
の
取
組
】
難
し
い
と
は
思
う
が
、
例
え
ば
抜
き
打
ち
で
断
水
す
る
な
ど
も
意
識
付
け
の
動
機
に
な
る
と
思
う

○

5
4
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
防
災
の
意
識
、
危
機
感
を
共
有
す
る

○

5
5
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
携
帯
ト
イ
レ
を
事
前
に
使
っ
て
体
験
し
、
使
い
方
を
学
ん
で
お
く

○

5
6
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
共
助
】
自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
消
防
団
や
警
察
に
頼
ら
ず
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い

○

5
7
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
公
助
】
市
民
へ
標
準
的
な
防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布
が
難
し
け
れ
ば
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
見
本
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
へ
配
布
し
て
ほ

し
い

○

5
8
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
学
校
で
の
防
災
教
育
（
救
命
講
習
や
最
新
技
術
を
用
い
た
も
の
）
」
に
つ
い
て
そ
の
具
体
例
を
記
載
し
て
ほ
し
い

○

5
9
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

避
難
経
路
を
覚
え
る
た
め
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
迷
路
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は

○

6
0
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

借
り
物
競
争
と
し
て
、
お
題
に
書
か
れ
た
も
の
を
集
め
て
非
常
持
出
袋
を
つ
く
る
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
ど
う
か

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

6
1
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
平
時
か
ら
の
取
組
】
幼
稚
園
・
学
校
で
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
訓
練
等
を
実
施
す
る
と
、
家
族
で
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

○

6
2
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
共
助
】
P
T
A
会
長
だ
け
で
は
な
く
、
全
体
に
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
広
め
、
防
災
の
知
識
を
高
め
る

○

6
3
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

『
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
』
『
防
災
教
育
の
推
進
』
は
一
緒
に
し
て
、
市
民
に
よ
る
学
習
と
市
に
よ
る
教
育
を
区
分
し
て
記
載

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

○

6
4
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

防
災
士
間
で
協
力
で
き
る
よ
う
、
防
災
士
の
情
報
を
公
表
す
る
よ
う
に
で
き
る
と
良
い
。

○

6
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

家
具
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
は
、
家
庭
内
の
整
理
・
収
納
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
る
た
め
、
「
家
具
の
転
倒
防
止
の
み
」
と
と

ら
れ
な
い
よ
う
な
表
現
の
工
夫
を

○

6
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

高
層
住
宅
の
方
は
断
水
時
の
時
に
大
変
な
の
で
、
そ
の
対
応
を
管
理
会
社
や
住
民
同
士
で
話
し
合
う
と
い
い
と
い
う
こ
と
を
入
れ
て

ほ
し
い

○

6
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
家
族
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
役
割
分
担
の
作
成
や
名
前
の
記
入
な
ど
、
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

○

6
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

分
散
避
難
を
事
前
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
考
え
た
内
容
に
つ
い
て
対
策
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
書
く
べ
き

○

6
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
家
族
の
状
況
に
応
じ
た
備
蓄
」
で
は
な
く
、
「
本
人
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
は
自
分
で
用
意
す
る
こ
と
」
と
簡
潔
に
記
載
し
て
は

○

7
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

非
常
持
出
品
に
ト
イ
レ
の
備
え
に
つ
い
て
も
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

7
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

情
報
取
得
の
手
段
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
記
載
し
て
ほ
し
い

○

7
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

家
具
固
定
に
つ
い
て
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
、
市
で
や
る
な
ら
窓
口
が
ど
こ
に
な
る
と
か
そ
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
れ
ま
す

か
。

○

7
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

家
の
中
を
整
理
整
頓
し
た
り
、
家
具
の
配
置
を
考
え
た
り
、
固
定
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

○

7
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
何
が
必
要
か
を
考
え
て
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

7
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
て
、
自
宅
の
安
全
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

7
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

災
害
の
情
報
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

7
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

貼
紙
や
災
害
伝
言
用
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
家
族
や
ほ
か
の
身
近
な
人
の
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
が
必
要

○

7
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
な
ど
外
に
出
な
く
て
も
良
い
方
法
で
、
河
川
の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

○

7
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

風
で
飛
び
そ
う
な
も
の
（
外
に
あ
る
も
の
）
を
中
に
入
れ
て
お
く

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

8
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

避
難
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
い

○
着
替
え
・
ト
イ
レ
の
為
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

○
お
む
つ
や
生
理
用
品

○
絵
本
な
ど
心
が
落
ち
着
く
も
の

○
ゴ
ミ
箱

○
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
も
の

○
体
温
維
持
で
き
る
も
の
（
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
、
急
冷
剤
な
ど
）

○

8
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
自
助
】
普
段
か
ら
河
川
を
観
察
し
て
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
危
な
い
と
い
う
基
準
水
位
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
決
め
て
お
く

○

8
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
自
助
】
飲
み
物
・
食
料
・
電
源
を
確
保
す
る
（
山
水
・
川
水
・
水
道
水
は
使
え
な
い
）

○

8
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
自
助
】
自
宅
敷
地
内
の
風
で
飛
び
そ
う
な
も
の
は
屋
内
へ
し
ま
っ
た
り
、
集
め
て
重
し
を
乗
せ
る

○

8
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
自
助
】
足
が
悪
い
人
は
車
い
す
を
用
意
し
て
お
か
な
い
と
助
け
ら
れ
な
い
。
自
分
に
必
要
な
も
の
を
考
え
て
備
蓄
し
て
お
く
こ
と

が
必
要

○

8
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
自
助
】
被
災
後
1
日
目
は
遠
方
の
家
族
親
戚
も
助
け
に
来
れ
な
い
。
一
人
で
の
生
活
の
仕
方
な
ど
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

8
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
2

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
上
之
保
）

【
共
助
】
避
難
指
示
を
待
っ
て
い
て
は
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
行
政
を
当
て
に
し
な
い
。
自
分
の
中
で
判
断
基
準
を
持
っ
て

行
動

○

8
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
5

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
富
野
）

【
自
助
】
災
害
時
に
必
要
と
な
る
も
の
を
事
前
に
考
え
、
自
家
用
車
に
い
れ
て
お
く
こ
と

○

8
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
5

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
富
野
）

【
自
助
】
避
難
す
る
場
所
を
家
族
で
話
し
合
い
、
ど
こ
に
逃
げ
る
の
か
を
決
め
て
お
く
こ
と

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

8
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
5

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
富
野
）

【
自
助
】
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
、
ま
た
何
が
必
要
に
な
る
か
を
考
え
、
準
備
す
る
こ
と

○

9
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
5

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
富
野
）

【
自
助
】
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
な
ど
取
り
入
れ
な
が
ら
、
食
料
を
準
備
し
て
お
く
こ
と

○

9
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
2
5

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
富
野
）

【
共
助
】
水
が
止
ま
る
と
、
給
水
車
だ
け
で
は
追
い
付
か
な
い
の
で
、
個
人
宅
の
井
戸
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

○

9
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
3
0

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
武
儀
）

【
共
助
】
隣
近
所
へ
い
ざ
と
な
っ
た
ら
助
け
て
ほ
し
い
と
い
う
S
O
S
を
出
し
た
り
、
事
前
に
伝
え
て
お
く
と
良
い

○

9
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
電
気
が
使
え
な
い
時
も
暖
が
取
れ
た
り
、
お
湯
を
沸
か
せ
る
よ
う
な
備
蓄
を
し
て
お
く
(
オ
ー
ル
電
化
の
家
が
増
え
て
い
る

た
め
)

○

9
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
災
害
時
に
車
を
使
う
こ
と
を
想
定
し
て
、
常
日
頃
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て
お
く

○

9
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
消
防
団
活
動
な
ど
で
家
を
空
け
る
と
き
は
、
残
さ
れ
た
家
族
を
ど
う
す
る
か
考
え
て
お
く

○

9
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
確
認
し
て
防
災
を
意
識
付
け
、
平
時
か
ら
心
が
け
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

○

9
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
部
屋
の
倒
れ
そ
う
な
も
の
を
減
ら
す

○

9
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
際
、
店
か
ら
物
が
亡
く
な
っ
た
り
食
べ
る
も
の
が
亡
く
な
っ
て
困
っ
た
。
平
時
の
備
蓄
が
重

要
○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

9
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
家
具
を
固
定
し
て
お
く

○

1
0
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
食
器
類
が
飛
ん
で
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

○

1
0
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
子
ど
も
を
優
先
的
に
安
全
な
場
所
へ

○

1
0
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
食
料
を
最
低
3
日
分
、
で
き
れ
ば
1
0
日
分
を
用
意
し
て
お
く

○

1
0
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
寝
て
い
る
場
所
に
非
常
持
出
袋
や
履
物
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用
意
し
て
お
く

○

1
0
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
ど
う
避
難
す
る
か
、
ど
こ
に
逃
げ
る
の
か
、
家
族
と
話
し
合
う
こ
と
が
必
要

○

1
0
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
断
水
に
備
え
て
、
水
の
確
保
、
蓄
電
器
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
備
蓄

○

1
0
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
発
電
機
、
ガ
ソ
リ
ン
を
災
害
後
買
い
に
行
っ
て
も
品
切
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
事
前
に
用
意
し
て
お

く
○

1
0
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
備
蓄
し
て
お
く
（
特
に
凝
固
剤
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
簡
易
的
な
ト
イ
レ
の
準
備
）

○

1
0
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
健
康
食
品
の
用
意

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

1
0
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
停
電
に
備
え
て
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
用
意
し
、
冷
蔵
庫
が
使
え
な
い
時
に
備
え
る

○

1
1
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
の
用
意

○

1
1
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
雨
を
予
測
し
て
、
2
日
前
に
は
備
蓄
し
、
ま
た
外
の
も
の
が
飛
ば
な
い
か
な
ど
確
認
す
る

○

1
1
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
車
の
ガ
ソ
リ
ン
も
用
意
し
て
お
い
て
、
車
で
も
携
帯
を
充
電
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

○

1
1
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
7

関
市
P
T
A
連
合
会

意
見
交
換
会

【
自
助
】
台
風
が
来
る
前
に
家
族
み
ん
な
お
風
呂
に
入
っ
て
お
く
（
断
水
、
停
電
に
備
え
る

○

1
1
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
3
1

障
害
者
団
体

連
合
会

ア
ン
ケ
ー
ト

事
前
の
備
え
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い

○

1
1
5
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
3
1

障
害
者
団
体

連
合
会

ア
ン
ケ
ー
ト

【
避
難
所
】
広
い
地
域
に
小
学
校
１
つ
だ
と
避
難
所
へ
の
移
動
に
不
安
が
あ
る
。
各
地
域
の
避
難
所
の
方
が
安
全
と
思
う
。

○

1
1
6
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

家
具
の
固
定
や
配
置
に
つ
い
て
、
自
分
で
で
き
な
い
時
に
ど
こ
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
い
い
か
を
分
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

○

1
1
7
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

防
災
訓
練
の
「
工
夫
」
に
つ
い
て
、
そ
の
取
組
の
具
体
例
を
記
載
し
て
は
ど
う
か

○

1
1
8
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

情
報
取
得
の
手
段
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
記
載
し
て
ほ
し
い

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

1
1
9
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

連
絡
手
段
の
確
立
に
つ
い
て
、
携
帯
の
使
い
方
や
災
害
伝
言
用
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1
の
無
料
体
験
期
間
な
ど
を
記
載
し
た
方
が
良
い

○

1
2
0
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

家
具
固
定
に
つ
い
て
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
、
市
で
や
る
な
ら
窓
口
が
ど
こ
に
な
る
と
か
そ
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
れ
ま
す

か
。

○

1
2
1
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

市
民
に
と
っ
て
地
域
防
災
計
画
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
た
め
、
そ
の
上
位
に
位
置
付
け
る
条
例
と
し
て
は
、
地
域
防
災
計
画
の
内

容
の
要
点
を
記
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○

1
2
2
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

『
市
民
の
予
防
対
策
』
『
事
業
者
の
予
防
対
策
』
の
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
防
災
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
る
と
き
は
『
事
前
の
備
え
』

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
。

○

1
2
3
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

簡
易
ト
イ
レ
と
携
帯
ト
イ
レ
は
違
う
の
で
、
使
用
す
る
場
合
は
注
意
す
べ
き
。

○

1
2
4
市
民
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
2
.
2
2

策
定
専
門
委
員
会

誰
で
も
好
き
な
時
に
調
べ
て
勉
強
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
備
え
な
ど
の
細
か
い
と
こ
ろ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
ほ
し
い
。

○

1
2
5
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

家
具
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
は
、
家
庭
内
の
整
理
・
収
納
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
る
た
め
、
「
家
具
の
転
倒
防
止
の
み
」
と
と

ら
れ
な
い
よ
う
な
表
現
の
工
夫
を

○

1
2
6
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

「
防
災
備
蓄
倉
庫
の
内
容
物
」
に
ト
イ
レ
の
備
え
を
入
れ
て
ほ
し
い

○

1
2
7
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

非
常
持
出
品
に
ト
イ
レ
の
備
え
に
つ
い
て
も
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

○

1
2
8
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
3

策
定
専
門
委
員
会

情
報
取
得
の
手
段
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
記
載
し
て
ほ
し
い

○



【
参
考
資
料
２
】
専
門
委
員
会
や
団
体
、
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意
見
の
ま
と
め

N
o
.

記
載
箇
所

発
言
時
期

団
体

発
言
内
容

骨
子
案

（
案
）

施
策

事
業

1
2
9
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

家
の
中
を
整
理
整
頓
し
た
り
、
家
具
の
配
置
を
考
え
た
り
、
固
定
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

○

1
3
0
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
何
が
必
要
か
を
考
え
て
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

1
3
1
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

災
害
の
情
報
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

○

1
3
2
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

貼
紙
や
災
害
伝
言
用
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
家
族
や
ほ
か
の
身
近
な
人
の
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
が
必
要

○

1
3
3
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

ラ
ジ
オ
な
ど
で
災
害
情
報
を
積
極
的
に
得
る
こ
と
が
必
要

○

1
3
4
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
8
.
1
9

若
者
意
見
交
換

(
V
S
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
)

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
な
ど
外
に
出
な
く
て
も
良
い
方
法
で
、
河
川
の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

○

1
3
5
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
9
.
3
0

被
災
地
域

意
見
交
換
会

（
武
儀
）

【
平
時
か
ら
の
取
組
み
】
平
時
か
ら
防
災
無
線
を
利
用
し
、
有
事
に
も
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
す
る

○

1
3
6
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
1

防
災
指
導
員

意
見
交
換
会

【
自
助
】
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
確
認
し
て
防
災
を
意
識
付
け
、
平
時
か
ら
心
が
け
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

○

1
3
7
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
部
屋
の
倒
れ
そ
う
な
も
の
を
減
ら
す

○

1
3
8
事
業
者
の
事
前
の
備
え

R
4
.
1
0
.
5

関
市
消
防
団

学
生
隊

意
見
交
換
会

【
自
助
】
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
際
、
店
か
ら
物
が
亡
く
な
っ
た
り
食
べ
る
も
の
が
亡
く
な
っ
て
困
っ
た
。
平
時
の
備
蓄
が
重

要
○










































































